
特
集
・
横
浜
の
産
業
政
策
―
企
業
誘
致
活
動
を
中
心
に
④

一
―
産
業
構
造
の
変
化

ニ
―
相
対
的
地
盤
沈
下
と
東
京
依
存

三
―
横
浜
経
済
に
求
め
ら
れ
る
も
の
―
市
民
生
活

　
　
を
支
え
る
都
市
の
経
済
活
力

四
―
経
済
の
新
た
な
活
力
源
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横
浜
経
済
の
現
状
と
産
業
振
興

古
明
地
和
郎

一
―
産
業
構
造
の
変
化

　
横
浜
経
済
の
産
業
構
造
を
市
内
就
業
者
に
つ

い
て
み
る
と
、
表
―
１
の
よ
う
に
人
数
で
は
昭

和
三
十
五
年
の
五
六
万
人
か
ら
四
十
五
年
に
は

九
〇
万
人
へ
と
大
き
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
次
の
一
〇
年
間
で
は
九
〇
万
人
か
ら

一
〇
〇
万
人
へ
と
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
。
こ

れ
は
表
―
２
に
あ
る
よ
う
に
全
国
で
も
見
ら
れ

る
傾
向
で
、
全
国
で
は
三
十
五
年
の
四
、
四
〇

〇
万
人
か
ら
四
十
五
年
に
は
五
、
二
〇
〇
万
人

へ
、
次
の
一
〇
年
間
で
は
五
、
二
〇
〇
万
人
か

ら
五
、
六
〇
〇
万
人
へ
と
い
う
増
加
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
変
化
の
中
味
を
見
る
と
、
横
浜
市
の
就

業
者
の
増
加
は
三
十
五
～
四
十
五
年
の
間
で

は
、
製
造
業
の
一
〇
万
人
、

卸
・
小
売
業
の
八
万
人
、
サ

ー
ビ
ス
業
の
六
万
人
と
い
う

増
加
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

就
業
者
の
構
成
比
も
四
十
五

年
に
は
製
造
業
三
二
・
七
％
、

卸
・
小
売
業
二
一
・
二
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
一
五
・
八
％
（
三

業
種
で
約
七
割
）
を
占
め
て

い
た
。
続
く
四
十
五
～
五
十

五
年
の
間
に
は
卸
・
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
あ
い
か
わ
ら

ず
五
万
人
。
七
万
人
と
増
加

傾
向
を
続
け
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
製
造
業
は
逆
に

四
万
人
の
減
少
と
な
っ
て
い

横浜市の産業別就業者数（昼間）の推移

　（昭和35年～55年）

表―１



る
。
そ
の
結
果
、
構
成
比
も
五
十
五
年
に
は
前

記
三
業
種
で
約
七
割
と
い
う
比
率
は
か
わ
ら
な

い
も
の
の
、
製
造
業
は
大
き
く
八
・
五
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
て
二
四
・
二
％
、
卸
・
小
売
業
は
二

・
九
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
二
四
・
一
％
、
サ
ー

ビ
ス
業
は
四
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
二
〇
・

○
％
と
内
訳
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
第
二

次
産
業
中
心
の
産
業
構
造
か
ら
、
第
三
次
産
業

も
加
わ
っ
た
二
つ
の
中
心
を
持
つ
産
業
構
造
に

変
わ
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
を
全
国
と
の
対
比
で
み
る
と
、
全
国
で

も
四
十
五
年
に
第
二
次
産
業
が
三
三
・
九
％
、

卸
小
売
業
、
金
融
・
保

険
・
不
動
産
業
が
二
二

・
〇
％
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
一
四
・
七
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
五
十
五
年

に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
三
・

六
％
、
二
六
・
四
％
、

一
八
・
四
％
と
な
っ
て

い
る
。
全
国
的
に
も
製

造
業
を
中
心
と
す
る
第

二
次
産
業
の
伸
び
が
鈍

り
、
第
三
次
産
業
中
心

の
構
造
に
変
わ
っ
て
い

る
が
、
横
浜
の
主
要
産

業
で
あ
る
製
造
業
を
中
心
と
し
た
第
二
次
産
業

は
全
国
に
比
し
て
も
急
激
に
そ
の
比
重
を
低
下

さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
所
得
に
つ
い
て
み
て
も
表
―
４

の
と
お
り
市
内
純
生
産
で
四
十
五
年
に
は
、
製

造
業
三
九
・
一
％
、
卸
・
小
売
業
一
四
・
〇
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
一
三
・
三
％
だ
っ
た
も
の
が
五
十

四
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
八
・
七
％
、
一
八
・
五

％
、
一
八
・
一

％
と
変
化
し
て

い
る
。
就
業
者

数
で
み
た
産
業

構
造
の
変
化

は
、
市
民
所
得

＝
付
加
価
値
の

面
で
も
裏
付
け

ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
製

造
業
は
横
浜
に

お
け
る
存
在
意

義
を
失
い
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
就
業
者
数

と
市
内
純
生
産
の
産
業
別
構
成
比
を
比
較
し
た

表
―
５
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
時
点
で
一
貫

し
て
就
業
者
の
構
成
比
よ
り
純
生
産
に
お
け
る

構
成
比
が
高
い
の
は
製
造
業
と
金
融
・
保
険
・

不
動
産
業
の
二
つ
の
業
種
で
あ
り
、
生
産
性
の

高
さ
か
ら
す
れ
ば
製
造
業
の
意
義
は
い
ま
だ
大

き
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

表－2　全国の産業別就業者数の推移（昭和35年～55年） 上段：実数（人）

下段:/構成比（％）

表o　産業別構成比の推移一全国

　　　　　　（　）内は横浜市、％

表－4　産業別市内純生産
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ニ
―
相
対
的
地
盤
沈
下
と
東
京
依
存

　
一
般
に
大
都
市
は
就
業
・
就
学
の
場
が
豊
富

で
周
辺
都
市
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
の
流
入
に

よ
り
昼
間
人
口
が
夜
間
人
口
を
上
回
り
。
中
核

都
市
と
し
て
周
辺
都
市
に
就
業
機
会
や
所
得
獲

得
機
会
を
提
供
し
、
業
務
機
能
を
祖
っ
て
い
る

の
が
通
例
で
あ
る
。

　
表
―
６
に
よ
り
主
な
経
済
指
標
の
対
全
国
シ

ェ
ア
を
一
一
大
市
の
比
較
で
み
る
と
、
横
浜
は

人
口
規
模
は
第
二
位
で
あ
る
が
、
他
は
東
京
都

区
部
、
大
阪
市
、
名
古
屋
市
に
次
い
で
第
四
位

を
示
す
指
標
が
多
く
、
卸
売
販
売
額
や
上
場
企

業
数
で
は
低
位
に
あ
る
。
ま
た
、
人
口
規
模
と

の
比
較
で
み
る
と
、
他
の
一
〇
都
市
は
多
く
の

指
標
が
人
口
の

構
成
比
以
上
な

の
に
対
し
、
横

浜
は
工
業
出
荷

額
と
、
市
民
純

生
産
の
二
項
目

し
か
な
く
大
都

市
と
し
て
は
異

例
の
形
に
な
っ

て
い
る
。

　
次
に
都
市
経

済
の
主
な
指
標
を
み
て
み
る
と
、
昼
夜
間
人
口

比
や
就
従
比
率
、
市
内
市
民
生
産
額
比
較
に
お

い
て
一
〇
〇
を
割
り
込
ん
で
最
下
位
に
位
置
し

て
お
り
、
夜
間
の
三
〇
〇
万
を
越
え
る
常
住
人

口
に
見
合
っ
た
昼
間
の
経
済
規
模
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
横
浜
は
産
業
都
市
と
い
う
よ
り

は
住
宅
都
市
（
後
述
す
る
よ
う
に
東
京
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
）
と
し
て
の
性
格
が
濃
く
、
大
都
市

と
し
て
の
経
済
力
が
弱
く
人
口
規
模
に
見
合
っ

た
経
済
力
に
も
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

現
状
に
あ
る
。

　
次
に
、
経
年
で
横
浜
経
済
の
対
全
国
シ
ェ
ア

を
追
っ
て
み
る
と
、
表
―
７
の
よ
う
に
工
業
出

荷
額
は
四
十
年
三
・
四
〇
％
、
五
十
年
二
・
七

表－5　就業者・市内純生産構成比

表－6 11大都市の経済力（対全国シェア等）の比較
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三
％
、
五
十
五
年
二
・
五
七
％
、
市
内
純
生
産

額
は
表
―
８
の
よ
う
に
二
・
三
七
％
、
二
・
三

九
％
二
・
二
九
％
と
人
口
の
比
重
の
増
加
に
比

し
て
し
だ
い
に
比
重
を
お
と
し
て
い
る
。
ま
た

小
売
販
売
額
で
は
対
神
奈
川
県
下
シ
ェ
ア
で
み

る
と
表
１
９
の
よ
う
に
四
十
一
年
に
四
四
・
六

§
で
あ
っ
た
も
の
が
五
十
一
年
四
二
・
七
％
、

五
十
七
年
四
一
・
二
％
と
比
重
を
下
げ
て
き
て

い
る
。
横
浜
経
済
の
相
対
的
地
盤
沈
下
と
言
わ

れ
る
傾
向
が
こ
れ
ら
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
同
様
に
昼
夜
間
人
口
比
、
就
従
比
率
、
市
内

市
民
生
産
額
比
を
経
年
で
み
る
と
表
―
1
0
の
よ

う
に
、
三
つ
の
指
標
と
も
昭
和
三
十
年
代
初
め

に
は
ほ
ぼ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
点
か

ら
も
前
述
の
横
浜
経
済
の
相
対
的
地
盤
沈
下
が

伺
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
指
標
の
推
移
は
横
浜
経
済
が
何
ら

か
の
形
で
市
外
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ

す
が
、
そ
の
状
況
を
市
民
（
夜
間
人
口
）
の
従

業
地
別
構
成
の
経
年
変
化
で
み
て
み
る
と
、
表

―
1
1
に
あ
る
よ
う
に
市
内
で
の
就
業
す
る
者
の

比
率
は
年
々
低
下
し
、
東
京
へ
の
依
存
が
強
ま

っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
に
は
八
二
・
七
％
が

市
内
、
九
・
五
％
が
東
京
で
働
い
て
い
た
も
の

が
、
五
十
五
年
に
は
市
内
六
三
・
九
％
、
東
京
二

三
・
〇
％
と
大
き
く
構
成
が
変
わ
っ
て
い
る
。

横
浜
経
済
の
地
盤
沈
下
は
東
京
へ
の
依
存
（
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
化
）
と
関
連
し
て
す
す
ん
で
き
て

い
る
。

　
ま
た
こ
う
し
た
都
市
と
し
て
の
経
済
力
の
弱

さ
、
東
京
依
存
の
傾
向
は
、
就
業
な
ど
の
指
標

だ
け
で
は
な
く
市
内
事
業
所
の
機
能
面
に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
市
内
会
社
事
業
所
の
う
ち
本

社
企
業
は
一
二
・
六
％
と
少
な
く
、
ま
た
支
店

事
業
所
の
本
社
の
四
割
は
東
京
で
あ
る
。
ま
た

そ
う
し
た
東
京
や
大
阪
の
本
社
か
ら
見
た
横
浜

支
店
の
管
轄
エ
リ
ア
は
市
内
、
県
内
ど
ま
り

で
、
関
東
、
全
国
、
海
外
に
関
す
る
業
務
は
本

表－7　横浜の工業の全国に占める割合

単位：人・百万円・％

表－８　市内純生産および人口の対全国比の推移

単位：千万円・千人、（　）は構成比％

表－9　小売業販売額の対神奈川県下シェアの推移
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社
が
統
括
し
て
い
る
ヶ
Ｉ
ス
が
多
い
。

三
―
横
浜
経
済
に
求
め
ら
れ
る
も
の

　
　
　
　
―
市
民
生
活
を
支
え
る
都
市

　
　
　
　
の
経
済
活
力

　
前
述
の
よ
う
に
横
浜
経
済
は
三
十
～
四
十
年

代
の
工
業
を
中
心
と
す
る
構
造
か
ら
、
し
だ
い

に
東
京
の
べ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ヘ
と
そ
の
構
造
を
変

化
さ
せ
て
き
て
お
り
、
そ
の
過
程
の
中
で
大
都

市
と
し
て
の
経
済
力
を
低
下
さ
せ
て
来
た
。
こ

の
よ
う
な
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
来
た
横

浜
の
経
済
的
活
力
の
低
下
、
言
い
か
え
れ
ば
大

都
市
の
衰
退
を
横
浜
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
都
市
す
な
わ
ち
生
活
の
場
で
あ
り
、
そ
の
役

割
は
そ
こ
に
居
住
す
る
市
民
に
安
定
し
た
質
の

高
い
生
活
を
保
障
ナ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
考

え
を
前
提
に
。
都
市
型
成
長
産
業
分
析
調
査
の

次
の
一
節
を
引
用
さ
せ
て
も
ら
う
。

　
　
　
「
大
都
市
と
い
う
成
熟
期
を
む
か
え
た

　
都
市
に
お
い
て
も
、
居
住
人
口
に
対
し
て
の

　
雇
用
機
会
を
確
保
し
、
所
得
水
準
の
向
上
を

　
は
か
り
、
都
市
財
政
の
基
盤
を
強
化
ナ
る
こ

と
に
よ
り
、
福
祉
や
社
会

資
本
の
充
実
を
進
め
る
な

ど
、
市
民
生
活
の
質
の
向

上
を
は
か
っ
て
行
く
こ
と

は
地
域
政
策
の
根
幹
を
な

す
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
特
に
今
後
の
新
規

労
働
力
は
大
都
市
部
お
よ

び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
豊

富
に
発
生
す
る
も
の
で
あ

り
、
大
都
市
部
で
の
雇
用

機
会
の
減
少
や
伸
び
の
鈍

化
は
、
〝
都
市
遊
民
〟
の

増
加
を
も
た
ら
ナ
恐
れ
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大

都
市
が
市
民
に
対
し
て
健

全
な
生
活
の
場
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
地
方
都
市

　
と
同
様
に
産
業
の
振
興
が
極
め
て
重
要
な
課

　
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
」

　
現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
横
浜
は
ま
す
ま

す
東
京
の
勢
力
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
内
発
的
な

経
済
発
展
の
力
を
弱
め
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
東
京
は
こ
れ
か
ら
も
増
大
す
る
周
辺
の

人
口
を
吸
収
し
得
る
だ
け
の
雇
用
機
会
を
提
供

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
現
実
に
は
東
京
に
も

限
界
が
あ
る
。
ま
た
雇
用
機
会
を
提
供
し
て
く

れ
た
と
し
て
も
、
商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

地
域
に
密
着
し
た
経
済
活
動
が
市
民
生
活
の
利

便
性
、
質
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
ま
た
業
務
機

表－10　横浜経済の市民（夜間）ベースと市内（昼間）ベースの指標

　　　　の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千人

表－11　市民就業者の従業地別構成の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(％)

表－12　横浜市の会社亭某所の現状（昭和56年j）
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能
を
担
う
産
業
や
工
業
な
ど
の
活
力
あ
る
活
動

が
都
市
を
常
に
更
新
し
て
行
く
力
の
源
泉
で
あ

る
以
上
、
横
浜
経
済
そ
の
も
の
の
活
性
化
が
今

強
く
求
め
ら
れ
る
。

四

経
済
の
新
た
な
活
力
源

　
既
述
の
と
お
り
横
浜
経
済
は
製
造
業
を
大
き

な
柱
と
す
る
構
造
か
ら
、
卸
・
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の
第
三
次
産
業
を
も
う
ひ
と
つ
の

柱
と
す
る
構
造
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う

し
た
流
れ
か
ら
考
え
る
と
新
た
に
比
重
を
増
し

　
て
き
て
い
る
第
三
次
産
業
を
中
心
に
産
業
構
造

　
を
つ
く
り
か
え
て
行
く
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　
し
か
し
第
一
章
で
も
簡
単
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

　
生
産
性
と
い
う
点
か
ら
み
た
場
合
、
卸
・
小
売

　
業
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
産
業
は
必
ず
し
も
高

　
い
も
の
で
は
な
く
、
製
造
業
の
方
が
そ
の
点
で

　
は
優
位
に
あ
る
。

　
　
ま
た
昭
和
五
十
年
の
横
浜
に
つ
い
て
行
わ
れ

　
た
産
業
連
関
分
析
に
お
い
て
も
、
横
浜
の
産
業

　
の
中
で
市
外
に
対
す
る
移
輸
出
が
移
輸
入
を
上

　
回
っ
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
比
較
優
位
産
業

　
で
あ
り
横
浜
に
〃
富
〃
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

　
は
製
造
業
と
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
（
電
力
が

　
中
心
）
お
よ
び
運
輸
・
通
信
業
（
港
湾
・
物
流

　
関
連
産
業
が
中
心
）
の
三
部
門
で
あ
り
、
比
重

　
を
増
し
つ
つ
あ
る
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
市
域

　
外
の
供
給
力
に
依
存
す
る
移
入
部
門
と
な
っ
て

　
い
る
。

　
　
こ
う
し
た
移
入
部
門
の
強
化
を
は
か
り
自
給

　
力
を
高
め
て
行
く
こ
と
は
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス

　
業
が
地
域
に
密
着
し
た
産
業
で
あ
り
市
民
生
活

　
に
即
し
た
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
重
要
で
は
あ

　
る
が
、
逆
に
地
域
に
密
着
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

　
例
外
は
お
る
も
の
の
日
本
全
国
お
よ
び
海
外
を

　
も
含
め
た
市
域
外
に
対
す
る
強
力
な
比
較
優
位

　
産
業
と
は
な
り
に
く
い
面
も
持
っ
て
い
る
。
こ

　
う
し
た
意
味
か
ら
製
造
業
を
中
心
と
し
た
比
較

優
位
産
業
の
強
化
が
重
要
と
な
り
、
そ
れ
を
中

　
心
と
し
た
産
業
振
興
策
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
　
で
は
、
そ
う
し
た
比
較
優
位
性
を
生
み
出
す

も
の
は
何
な
の
か
。
現
在
の
経
済
に
つ
い
て
は

情
報
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
が

大
量
に
あ
る
だ
け
で
成
長
・
発
展
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
経
済
活
動
の
中
で
情
報
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
意
味
が
高
ま
っ
て
い
る
と

言
う
こ
と
で
あ
り
、
物
を
つ
く
る
＝
生
産
の
場

面
で
言
え
ば
、
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
投
入
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
た
一
層
高
度
な
技
術
が
必
要
と

な
っ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
開
発
を
含
め
て
生
産
の
場
面
に
お
い
て

高
度
な
技
術
水
準
を
持
つ
事
が
地
域
経
済
に
と

っ
て
の
競
争
力
の
強
さ
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

な
が
る
。
そ
の
意
味
で
研
究
開
発
機
能
や
先
端

技
術
を
持
つ
産
業
群
を
中
心
と
し
た
産
業
振
興

策
が
、
今
日
横
浜
に
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
先
端
的
な
技
術
水
準
を
地
域
に
確

保
す
る
こ
と
の
持
つ
別
の
面
で
の
意
義
を
指
摘

す
る
と
、
今
述
べ
た
単
に
他
よ
り
良
い
も
の
が

つ
く
れ
る
と
い
う
意
義
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う

し
た
優
れ
た
技
術
を
生
み
出
す
能
力
や
現
在
の

技
術
水
準
そ
の
も
の
が
、
他
の
地
域
に
対
す
る

情
報
発
信
地
と
し
て
の
横
浜
の
役
割
を
高
め
、

単
に
大
都
市
と
し
て
の
規
模
の
大
き
さ
だ
け
で

は
な
い
横
浜
の
中
枢
性
を
高
め
て
行
く
と
い
う

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
土
地
を
は
じ
め
と
す
る
天
然
資
源
の

面
で
は
厳
し
い
制
約
の
存
在
す
る
大
都
市
に
適

合
し
た
産
業
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
た

場
合
に
も
、
先
端
的
な
技
術
を
持
つ
産
業
群
や

表―13　横浜市の産業部門別対外収支（移輸出と移輸入）昭和50年
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研
究
開
発
機
能
の
振
興
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
大
都
市
に
お
い
て
は
「
大
都
市
で
あ
る

が
ゆ
え
に
持
っ
て
い
る
特
有
の
市
場
お
よ
び
経

営
資
源
に
よ
っ
て
、
大
都
市
に
立
地
す
る
こ
と

が
比
較
優
位
と
な
る
産
業
の
振
興
を
は
か
る
べ

き
で
あ
り
」
そ
う
し
た
条
件
に
適
合
す
る
の

は
、
都
市
の
持
つ
情
報
や
多
様
な
生
産
機
能
の

集
積
を
利
用
す
る
よ
う
な
産
業
＝
最
も
激
し
い

変
化
の
生
じ
て
い
る
部
分
＝
日
一
日
の
技
術
革

新
を
実
践
し
て
い
る
先
端
技
術
産
業
群
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
横
浜

と
い
う
大
都
市
に
お
い
て
は
高
度
な
技
術
を
中

心
と
す
る
産
業
群
の
振
興
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、
高
地
価
や
工

場
規
制
三
法
、
開
発
規
制
な
ど
の
経
済
的
、
法

的
制
約
を
克
服
し
な
が
ら
市
域
全
体
で
総
合
的

な
振
興
を
は
か
る
た
め
の
体
制
・
施
策
の
展
開

が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　
〈
経
済
局
経
済
企
画
部
企
画
調
査
課
主
査
〉
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